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　本大会の運営手法においてはこれまでの評価に基づき,実行委員会の早期
開催,参加料の見直し,救護体制・安全対策の充実など,具体的改善が見られ
たことは評価できる。
　ただし,以下の項目については早急に改善を図るべきである。
１　予算編成及び予算執行においては,その必要性,数量,単価等を詳細かつ
　厳正に検証した上で見直しを行い,透明性を図ること。
２　負担金においては,これまで抜本的な見直しはなされていないことか
　ら,金額の根拠を明確にすること。
３　基金積立においては,具体的な目的や目標金額の設定には至っていない
　ことから,基金の目的に対する適正な目標金額の算出とその積立方法につ
　いて,明確な基準を設けること。
　本大会は,観光振興など本市の活性化に寄与していることから,これまで
大会実行委員会に対し相応の負担金を交付してきた。
　しかしながら,今年で第35回を迎え,全国屈指の参加者数を誇る市民マラ
ソンへと成長し,歳入規模も拡大していることから,今後は参加料等の自主
財源に基づく予算編成を進めるなど,市担当課と大会事務局が一体となっ
て,自主運営に向けた取組を進めていくべきである。
　なお,昨今の各地における都市型マラソン開催により,参加者数の減少が
懸念されるが,本大会の魅力である「おもてなしの心を通じた地元住民と参
加者とのふれあい」を大切にして,よりよい大会運営に努めていただきた
い。
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　山川高校は園芸工学・農業経済科を有し,本市の基幹産業である農業の後
継者を育成する重要な役割を担っているが,定員充足率の低下を受け,当該
高校の活性化と振興を図る目的で平成25年度から本事業を実施している。
　これまで,地元レストランとの共同商品開発や市内農家での研修等,当該
高校の特色を生かした活性化策や,定員確保のための具体策として「下宿受
け入れ家庭バンク」の創設,「他地域からの生徒獲得」等にも取り組んでい
る。その結果,入学希望者が増加するなど本補助に対する一定の効果がうか
がえる。
　全国的に見て,本市は温暖な気候や豊富な資源に恵まれるとともに,整備
された農地など,農業を学ぶ有利な環境にあることから,県内だけでなく全
国を視野に入れた広報活動を行うとともに,多くの生徒が魅力を感じる学校
づくりや生徒の受入れ体制の充実に一層の努力が求められる。これらの対
応には,学校と市及び地域が連携して,より効果的な事業展開を継続して進
めるべきである。
　特に,市においては県に対して,農業を学ぶ環境に恵まれた山川高校の有
利性をもとに,学校存続に向けた有効な提言をより一層積極的に行うべきで
ある。
　なお,当協議会は,将来の本市の農業振興,担い手育成という観点に立ち,
農業従事者,地域住民等から幅広く意見を集約し,具体的な活性化策を図っ
ていただきたい。特に,意見の集約に際しては,女性や若者の発想を生かす
ことも必要である。
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